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Abstract
We investigated the relationship between general English proficiency and the degree of 
acquisition of specialized English by students who took Pharmacy English A at the Faculty of 
Pharmaceutical Sciences of our university.
The English placement test, the vocabulary quiz score in Pharmacy English A, and the 
final exam score were used as indicators to measure general English proficiency and the 
degree of acquisition of specialized English. Regarding the relationship between general English 
proficiency and the degree of acquisition of specialized English, the range of vocabulary quiz 
scores was wide, regardless of whether the score of the English placement test was high or 
low. When the English placement test score was high, the final exam score rate was not as 
wide as that when the score was lower. However, when the English placement test score was 
low, the final exam score expanded to a higher score.
The correlation coefficient between the score of the vocabulary quiz and the score rate of 
the final exam, which are both indexes of the degree of acquisition of specialized English, was 
relatively high at R2=0.426. In contrast, the correlation between the score of the English 
placement test, which is the index of the general English proficiency, and the score of the 
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これらの得点は試験に対する一時的な学習によ
り上げることが可能な側面があり、また、その
後、試験終了により急速に失われる部分もある
ため、修学度を測定する上では過大評価となっ
ているとも考えられる。試験終了・単位修得後
にも修学度を維持したり、さらに発展させるに
は、繰り返しや継続した学習が必須であること
は明白である。共通英語から専門英語へ連続性・
連動性を持たせることももちろんであるが、専
門科目で専門用語を日英同時に修得していった
り、専門英語と専門科目でも連続性・連動性の
ある教育方法を考案し実行していくなど、今後
は、それぞれの専門の学部でそういった取り組
みをすることが望まれると考えられた。
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能力は単語小テストの得点率と関連性はなかっ
た。この単語小テストは講義に基づいて出題さ
れているが、範囲が広く対象の単語数が多いこ
と、学生にとっては日本語訳、すなわち、その
薬学用語の意味も分からない単語も含まれてい
る。さらに、単語の作りがやはり特殊であるた
め、また、英単語自体が他言語由来であるなど、
一般英語能力が高ければ容易に単語が覚えられ
るものではないことが示された。一方、「外国語」
というより「用語」と捉えれば、ある程度、短
時間でも努力すれば高得点を得ることも可能で
あることも推察される。
　期末試験の得点率から考えた場合、一般英語
能力が低い学生でも、かなり高得点を取れる学
生が相当数存在していたのに対して、一般英語
能力が高い学生（ELPA 得点率で上位１／３
の学生）の期末試験の得点率の低さはそれほど
大きくなかったものの、一般英語能力が相当高
い学生（ELPA 得点率で上位３人の学生）の
期末試験がかなり低い場合もあった。期末試験
は、薬学部の他の試験日程を勘案し、学生が薬
学英語Ａに対しても、他の科目に対しても、勉
強時間をできるだけ損なわないように設定して
いる。それでも、期末試験中につき、一般英語
能力が高く勉強をすれば高得点が取れると思わ
れるような学生が、自分の一般英語能力に頼っ
て、薬学英語の試験に対して、高い目標を立て
なかったり、薬学英語の試験勉強を最初から諦
めてしまっている場合もあると思われる。
　これらの結果より、一般英語能力が高いこと
は専門英語の修得をある程度高めることができ
るが、一般英語能力が低くても、しっかりと学
習することで専門英語の修得を高めることが十
分にできることが示された。
　本研究では、専門英語の修学度として薬学英
語Ａの単位認定に利用する試験の得点を用いた。
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